
77 
 

厚生労働科学研究費補助金 難治性疾患等政策研究事業 

IgG4 関連疾患の診断基準並びに治療指針の確立を目指した研究 

分担研究報告書 

IgG4 関連呼吸器疾患の診断基準作成と疾患活動性指標の検討 

研究分担者  氏名 半田 知宏１（H28 年度）、三嶋 理晃２（H26-27 年度） 
所属施設 京都大学大学院医学研究科呼吸器内科学 役職 助教１、教授２ 

研究要旨：IgG4関連疾患の呼吸器病変（IgG4関連呼吸器疾患）の後方視調査の結果を

もとに、診断基準を作成した。診断項目は，画像所見・血液検査所見・病理所見・ 

胸郭外臓器病変の存在，の 4 項目とし，診断を，確定診断群（definite）・準確診

群（probable）・疑診群（possible）の 3 つに分類した。新しい診断基準は、他の呼

吸器疾患の鑑別において高い精度を示した。次に、IgG4 関連疾患の病勢評価における

FDG-PET と血清マーカーの有用性について検討を行った。FDG の全身への取り込みの

指標である total lesion glycolysis（TLG）および血中 IgG4、可溶性 IL-2 受容体は

IgG4 関連疾患の疾患活動性や治療反応性の指標となる可能性を示した。 
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Ａ．研究目的 

IgG4関連疾患の呼吸器病変の診断基準を

作成すること、およびIgG4関連疾患の疾患

活動性を反映する臨床指標について検討

する事を目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

IgG4 関連呼吸器病変の後方視調査結果を

もとに、診断基準案を作成した。また、京

都大学で FDG-PET を施行した IgG4 関連疾

患において、１．FDG の総取り込み（total 

legion glycolysis; TLG）と血液マーカー

の相関 ２． ステロイド治療による FDG

の総取り込みの変化について検討した。さ

らに、IgG4 関連呼吸器疾患を対象に、ス

テロイド治療前後での血液マーカー（WBC, 

CRP, IgG, IgG4, CH50, sIL-2R）の変化を

検討した。 

（倫理面への配慮） 

本研究は研究施設の倫理審査委員会に

て審査されており、データなどに個人情報

は含まれていない。 

 

Ｃ．研究結果 

IgG4 関連呼吸器疾患の診断基準を作成し、

診断を、確定診断例 (definite)・組織学

的 確 定 診 断 例  (definite, 

histological) ・ 凖 確 定 診 断 例

(probable)・疑診例 (possible)の 4 つに

分類した。鑑別を要する疾患を列挙し、解

説とアルゴリズムを付記した（文献１，３）。

新しく作成した診断基準は他の呼吸器疾

患との鑑別において高い診断精度を有し

ていた。 

FDG-PET の評価は、17例を対象とした。罹

患臓器に高頻度に取り込みが見られた。

TLG と血清 IgG4 に有意相関はなく、TLG

と sIL-2R (rho = 0.627、p= 0.029)に有
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意相関を認めた。ステロイド治療例では 3

例全例で TLG の低下が認められた(文献

２)。血液マーカーの検討は、45 例のステ

ロイド治療例を対象とした。各種血清マー

カーの治療前後での動きは、WBC（P<0.003）、

CH50（P<0.0003, n=26）で有意に上昇、CRP

（ P<0.006 ）、 IgG （ P<0.0001 ）、 IgG4

（P<0.0001）、sIL-2（P<0.0001, n=30）は

有意に低下、IgE(p=0.3, n=23)は有意差な

しであった 。さ らに 、 血清 sIL-2R

（Rs=0.543, p<0.001）と IgG4 （Rs=0.458, 

p<0.01）は、診断時の罹患臓器数と有意な

相関を認めていた。 

 

Ｄ．考察 

新しく作成した IgG4 関連呼吸器疾患の診

断基準は、他の呼吸器疾患との鑑別におい

て高い診断精度を有していた。 

FDG-PET は IgG4 関連疾患の罹患臓器検出

において高い感度を有する事が確認され

た。FDG-PET の指標である TLG および血清

IgG、 IgG4、sIL-2 などの血清マーカーは、

IgG4 関連疾患の疾患活動性、治療反応性

の指標になり得る可能性が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

IgG4 関連呼吸器疾患の診断基準を作成し

た。FDG-PETの指標TLGや血中IgG4、sIL-2R

は疾患の病勢を反映する指標である。 
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